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IRAS 23077+6707に付随する原始惑星系円盤を電波で観測

- Cepheus 星形成領域 (d = 180-800 pc), Class II? (envelope, jetなし)

- eccentricityを持つ円盤かも？

可視光観測

Monsch et al. 2024



- 5.6 ~ 6.1 arcsecの広がりを持つedge-on円盤 (i ~ 70°)

- スペクトル指数: α1.3-2.7 ~ 3.92, α1.3-3.1 ~ 3.75

- 北-南のflux比: ~1.1, ~1.3, ~1.4 → 長波長ほど非対称な強度分布

- 散乱光ではそれぞれのローブで南北の非対称強度が見られる

 → Monsch et al. 2024では内側の円盤がmisalignしているかもと提案

~49 mJy ~3 mJy ~2 mJy

観測結果



- eccentric debris diskを作成し輻射輸送を解いて、観測の半
径方向の強度プロファイルと比較


- e = 0の円盤では南北の非対称な強度比を再現しづらいが、
e ~ 0.2-0.3のeccentric diskでだとほぼ再現可能。


- 非対称構造の形成メカニズム: スパイラルやmisalignedした
内側円盤など

非対称性の起源 - eccentric disk?
eccentric model



- 惑星によって形成されたサブストラクチャーが
円盤の温度構造にどのような影響を与えているの
かを調べたシミュレーション論文



- ダストサイズが大きくなるにつれて、ギャップは深く広くなる傾向。


- 1mmギャップは、0.1µmギャップの2倍の幅を持つ。


→ 小さいダストはガスとカップリングしているためガスの分布に従う一方で、大きいダスト
はギャップ内で内側へradial driftしたり、ギャップ外側でのpressure maximaにダストが捕捉
されるので、大きなダストはギャップを埋めづらくなる。

0.1 µm 2.2 µm

46 µm
1 mm

0.1 µmのダストのみ r = 10 au, 100 Mearth, 2000回転

2.5x10-2
4x10-2



- Model Gは1.3 mmが光学的に薄い一方で、Model Dはわず
かに光学的に厚い。

- opcaityが小さいと冷却輸送がより効率的に働くため、
Model GではModel Dよりも温度が全体的に低い (~30%低)

- 赤道面では、Model GとDの差が小さくなる (< 15%)

r = 10 au, 100 Mearth, 2000回転 r = 30 au, 100 Mearth, 2000回転

- 惑星の質量が増加するにつれて、gapでのCOの昇華温度が下がる

→ 惑星質量が増加するにつれて、gapとそこ以外での温度のコン
トラストが大きくなる。



各分子の氷の分布

- 2つのモデルにおいてicelineの位
置はほとんど変わらない。


→ 赤道面での温度は2つのモデル
間で大きく変わらないから。


- どのモデルの場合でも、10auよ
り外側ではicelineの数は同じ。


- 3 MJ at 30 auモデルでのCO2の
sublimation regionがModel GとD
とで大きく異なる。


→ Model Dのギャップ領域での温
度がModel Gよりも高いから。

20, 40 au25, 35 au



惑星なしの場合 (異なる粘性パラメータ)

- αが小さくなると、赤道面の温度は全体的に小さくなる。


- αの違いによるCOの昇華温度の違いは見られない。


- αが小さくなると、H2OやCO2のicelineはより内側まで位置する。COについてはαの違いに
よるicelineの違いが顕著に現れている。



0.1 µm 1 mm

- 粘性小: ガス、ダストともにサブストラク
チャーが形成されやすい。


- α = 10-3はダストがほとんどない広いギャップ。
α = 10-4は惑星由来の2本目のスパイラルによって
複数の構造があるように見える。

r = 10 au, 100 Mearth, 2000回転

- 粘性が小さいと、CO icelineの領域がより
内側から広く分布する傾向にある。しか
し、ギャップ形成による温度上昇効果と粘
性による温度上昇効果が拮抗するため、
icelineの位置が単純に粘性には依存しない。


- αが小さいとギャップ内でのダストの蓄積
による局所的な温度低下も見られ、そこが
分子のicelineになる可能性もある。



- 進化段階の異なる3つの高密度コアをIRAM 30m
で観測し、大質量星形成コアにおける化学進化
を明らかにした論文。



cold core L694をIRAM 30m望遠鏡で観測

- ガスと氷の両方に着目することで、コア
の化学進化と力学的進化に制約を与える
ことを目的とした研究


